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写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

品川区役所屋上より撮影

表紙の写真について
（緑川岳様　撮影）

　表紙に掲載の写真は、ご応募い
ただいた中から選ばれました。
　品川区議会では、引き続き品川
区議会だよりの表紙等に掲載する
写真を募集しています。
　詳しくは、品川区議会ホームペ
ージをご覧いただくか、区議会事
務局調査係までお問合せください。
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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案等審議
―  令和４年第２回定例会  ―

会期15日間：令和４年６月23日～７月７日

　品川歴史館は、開館から 37年が経過し、設備機器等に経年劣化なども見られることから、大規模改修
工事を行うとともに展示内容を全面的にリニューアルします。

品川歴史館をリニューアルします
第52号議案　品川歴史館大規模改修工事請負契約ほか２件

今回審議した議案等は

　　 区長提出議案 …… 27件
　　 議員提出議案………1件
　　 請願・陳情………38件

計66件
※ 上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

　補正額は、歳入歳出とも12億 226万 4千円を追加し、総額を1,921億 5,124万 2千円とするものです。
主な事業をご紹介します。（このうち１～３の事業は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金や都の補助金を活用しています）

コロナ禍や物価高騰等に伴う生活支援などのための補正予算を可決しました
第42号議案　令和４年度品川区一般会計補正予算

（１）改修内容
	� ・�豊富な資料を活かし、通史を扱う「常設展示室」と、多様な展示ができる「企画展示室」

を整備
	� ・�地域学習の拠点として５地区を紹介する地域展示「しながわナビ」を新設
	� ・�来館者が博物館活動に参加・交流できる場として、活動展示「しながわラボ」を新設
	� ・ユニバーサルデザインに対応した施設へリニューアル　　　　　　　　　　　　　　など

（２）�スケジュール（予定）
	� 令和４年７月　品川歴史館休館
　　　　　　　　　　収蔵史料等移転開始
	 　　　 10月　工事開始
	 令和５年８月　工事終了
　　　　　　　　　　 展示物設置開始
	 令和６年春頃　品川歴史館再開
　　　　　　　　　  （リニューアルオープン） 「品川歴史館リニューアル基本計画」より

常設展示室イメージ図

（注1）�認可保育所、認定こども園、認証保育所、地域型保育事業、企業主導型保育事業、一時預かり事業（スポット利用
は除く）など

1.コロナ禍の子育てを支援します
【補正額】４億 5,897 万円

　家事支援用品の購入支援や、子育てサポート商品券（区内共通商品券）の配布により、子育て家庭を
支援します。概要は下表のとおりです。

家事支援用品購入支援事業 子育てサポート商品券事業（区独自）

対象者
令和４年度において、１歳または２歳の子ど
もを在宅で養育している家庭
※�対象児が保育サービス等（注 1）を利用してい

ないことが条件

令和４年度において、１歳または２歳の子ど
もを養育している家庭
※�保育サービス等を利用する家庭も含めた幅広い

子育て家庭が対象

内容 申請により、ウェブサイト上で使用できるポ
イント（１児童あたり５万円相当）を付与

申請により、１児童あたり２万円の区内共通
商品券を配布

実施時期等
２月下旬までを受付期間とし、随時、対象家
庭からの申込を受付（ウェブサイトは秋頃開
設予定）

令和４年８月１日を基準日とし、申請受付を
開始（令和４年８月１日以降に転入した対象
家庭も対象）

3.学校給食費を補助します 4.ウクライナ避難民支援を進めます
【補正額】218万 4千円

　ウクライナから避難された方が、品川区で
安心して生活が始められるよう支援金を支給
します。

【補正額】4,581 万３千円
　物価高騰等に伴う学校給食費補助
を行い、学校給食水準の維持および
保護者負担額の抑制を図ります。

2.プレミアム付区内共通商品券事業やキャッシュレス決済ポイント還元事業で、
区民生活の下支えを行うとともに、区内経済の活性化を図ります

【補正額】６億 8,162 万４千円
プレミアム率 20％のプレミアム付区内共通商品券事業【紙】
　秋季プレミアム付区内共通商品券のプレミアム率を、当初計画の 10％から 20％にアップします。
販売は事前申込制で、申込受付期間は８月 21 日から 9 月 5 日までです。
※詳細は、広報しながわ８月 21 日号、品川区ホームページなどをご覧ください。

キャッシュレス決済ポイント還元事業【デジタル】
　区内中小店舗でキャッシュレス決済（ＱＲコード決済）を利用した際に、20％分
のポイント還元を行います。
　利用可能店舗は、区が選定したキャッシュレス決済事業者に加盟する区内中小店
舗です。実施期間は 11 ～ 12 月頃（１カ月半程度）の予定です。
※詳細は、広報しながわ、品川区ホームページなどで今後お知らせの予定です。
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議案の議決結果

議案番号 件　　　名

43 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
44 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
45 品川区特別区税条例の一部を改正する条例
46 品川区手数料条例の一部を改正する条例
47 品川区墓地等の構造設備および管理の基準等に関する条例の一部を改正する条例
49 学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
50 幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
51 品川区議会議員および品川区長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例
52 品川歴史館大規模改修工事請負契約（2 ページに説明を掲載）
53 品川歴史館大規模改修機械設備工事請負契約（2 ページに説明を掲載）
54 品川歴史館大規模改修電気設備工事請負契約（2 ページに説明を掲載）
55 一本橋保育園・児童センター改築工事請負契約の変更について
56 八潮中央保育園大規模改修工事請負契約
57 八潮北公園管理事務所改築工事請負契約
58 電線共同溝等工事（競馬場通り）委託契約
59 八潮北公園野球場等改修工事請負契約
60 浜川中学校校舎改築その他工事請負契約
61 浜川中学校校舎改築その他機械設備工事請負契約
63 浜川中学校校舎改築その他電気設備工事請負契約
64 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ( 野口　清彦 　氏）
65 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ( 谷口　孝彦 　氏）
66 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ( 江口　千枝 　氏）
67 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ( 本多　邦美 　氏）
68 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ( 野澤　澄也 　氏）

議員提出 
2 区長の専決処分事項の指定について

全会一致で可決した議案

議案
番号 件　　　名 結果 自 民

⑿
公 明
⑺

共 産
⑹

品 改
⑶

ネット
⑵

しな無
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

42 令和４年度品川区一般会計補正予算（３ペー
ジに説明を掲載） 可決

※1
○ ○ ○

※2
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 品川区地区計画等の区域内における建築物の
制限に関する条例の一部を改正する条例 可決

※1
○ ○ ×

※2
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 広町二丁目地内特別区道路線の廃止ならびに広町二丁
目および大井一丁目地内特別区道路線の認定について 可決

※1
○ ○ ×

※2
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　( 数字 )は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※1…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
※2…品改のうち１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
●�会派名は次の略語で記載しています。 

自民……品川区議会自民党　公明……品川区議会公明党　共産……日本共産党品川区議団
　品改……品川改革連合　ネット……品川・生活者ネットワーク　しな無……しながわ無所属クラブ

意見の分かれた議案

各議員の賛否はこち
らのQRコードから
ご覧になれます→

請願・陳情の審査結果
付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

総務委員会
軍備拡張をやめるよう国に求める意見書提出を求める請願 令和４年 

請願第7号 不採択

品川区庁舎建て替えにあたり品川アリーナ新設を求める陳情 令和３年 
陳情第7号 継続審査

区民委員会 選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書を国に提出することを要望
する請願

令和元年 
請願第21号 継続審査

厚生委員会

補聴器購入費助成制度を求める請願 令和４年 
請願第8号 不採択

二度目の障害者福祉課窓口対応に関する改善の陳情 令和４年 
陳情第20号 趣旨採択

障害児者総合支援施設の機能向上改修工事にあたり、当事者や障害者団体
との協働で、バリアフリー施設にするよう品川区に求める陳情

令和４年 
陳情第27号 不採択

品川区発行のパンフレット「飼い主のいない猫対策・地域猫活動・人と猫
の共生できる街づくり」の内容改正と地域住民が主体となり地域猫活動に
取組めるための品川区公式ホームページの作成を求める陳情

令和４年 
陳情第41号 不採択

障害等のある区民に区役所の業務をワークシェアリングしてくださいに関
する陳情

令和４年 
陳情第43号 継続審査※

建設委員会

羽田増便による新都心飛行ルートの中止・撤回に関する請願 令和２年 
請願第3号 継続審査

区議会決議を尊重して国交省に撤回を求めるよう区長に求める陳情 令和元年 
陳情第37号 継続審査

羽田新飛行ルートの本格実施飛行の中止を、品川区から国交省に求めてく
ださいの陳情

令和２年 
陳情第21号 継続審査

令和2年3月29日以降の「羽田新ルート」運用について「都心上空飛行ルー
ト」の「海ルート」への変更を求めることについての陳情

令和２年 
陳情第22号 継続審査

羽田空港国際線増便の目的消失による、新飛行経路の都心低空飛行停止を
国に望む陳情

令和２年 
陳情第28号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年 
陳情第4号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年 
陳情第8号 継続審査

コロナ禍のもとで羽田空港への外国人客が激減している中、都心ルートを
一時凍結し、従来ルートにもどすことに関する陳情

令和４年 
陳情第9号 継続審査

羽田空港への着陸航路について「新ルート」運用の一時停止を議会の総意
として国土交通省に提言することを求める陳情

令和４年 
陳情第10号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年 
陳情第11号 継続審査

コミュニティバス大井ルートに関する陳情 令和４年 
陳情第19号 不採択

羽田増便による都心航路上の航空機から落下物が相次ぐ事態に関する陳情 令和４年 
陳情第21号 継続審査

リニア中央新幹線の教室型説明会を求める陳情 令和４年 
陳情第22号 不採択

しなバスに関する陳情 令和４年
陳情第28号 不採択
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付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

建設委員会

羽田新飛行ルートによる人への影響を国に調査するよう区から国に求め、
求めたことが分かるように区民へ公表を求める陳情

令和４年
陳情第31号 不採択

小山三丁目第一・第二地区市街地再開発事業の中止を求める陳情 令和４年
陳情第32号 不採択

小山三丁目第１地区・第２地区の都市計画決定の取り消しを求める陳情 令和４年
陳情第35号 不採択

小山三丁目第一地区市街地再開発準備組合の杜撰な地権者確認作業を改め
させる陳情

令和４年
陳情第36号 不採択

リニア中央新幹線の調査掘進の大幅遅延について住民説明会を求める陳情 令和４年
陳情第37号 不採択

建設委員会での環境課長の虚偽答弁とコンプライアンスについての陳情 令和４年
陳情第38号 不採択

武蔵小山商店街の歴史と個人商店と生活を守ることへの陳情 令和４年
陳情第39号 不採択

再開発計画環境評価書の事業者の見解書に関する陳情 令和４年
陳情第40号 不採択

小山三丁目第１地区と第２地区の再開発準備組合に関する陳情 令和４年
陳情第42号 不採択

小山三丁目第一・第二地区市街地再開発に関する多並都市開発課長の変身
と虚偽答弁を糾弾する陳情

令和４年 
陳情第44号 継続審査※

電力不足と災害の無い街づくりに関する陳情 令和４年 
陳情第45号 継続審査※

武蔵小山商店街の重要財産の処分についての決議の存在に関する陳情 令和４年 
陳情第46号 継続審査※

建設委員会において再開発事業案件の公平・公正な取扱いを求める陳情 令和４年 
陳情第47号 継続審査※

文教委員会

離婚等のこども養育支援にかかる陳情 令和２年 
陳情第47号 継続審査

品川区の教育現場における給食および昼食時の感染症対策制限緩和と区の
感染症ガイドラインにもとづくアンケート実施についての陳情

令和４年
陳情第33号 不採択

ゲノム編集トマト苗の無償提供を受けないことと、学校給食からゲノム編
集食品を排除することを求める陳情

令和４年
陳情第34号 不採択

請願・陳情とは

区議会では、区政についての皆様のご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力す
るよう求めます。

採択した請願・陳情に対する区の対応について

品川区私立幼稚園保護者負担教育費の軽減に関する請願

１．入園料補助金の更なる増額の要請
　入園料補助金は、保護者の負担軽減、公私格差の是正のため設けられた制度であり、社会状況を鑑みながら、
補助金制度の維持に向けて努力してまいりました。
　ご要望いただきました補助金を含め、今後も様々な支援を検討してまいりますので、ご理解のほどよろしく
お願いいたします。

２．�私立振興助成金・保護者教職員連合会への助成を含めた増額の要請
　私立幼稚園の経営の安定化を図ることを目的とした私立幼稚園への直接助成金は、区の財政状況を勘案しな
がら、実態に沿うよう制度の見直しに努めてまいりました。
　現在では、振興費補助金のほか、園児健康管理費増進費、心身障害児教育事業費、防災安全対策費、インフ
ルエンザ予防接種費、衛生管理費について、それぞれ補助を行っております。加えて令和４年度から、新たに
私立幼稚園に従事する職員への健康診断費用の補助を実施してまいります。
　次に、保護者教職員連合会への助成ですが、区は私立幼稚園協会に対し、550 万円の補助をしており、そのうち、
保護者教職員連合会が実施する研修や講演会等において、会場費や講演料などにあてられています。
　今後も、私立幼稚園の状況や、園の運営に必要とされる経費等を見極めながら、必要な支援を継続してまい
ります。

　�採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。
　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
　不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。
　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。
　　　　　　（※は７月７日の本会議最終日に付託されました）

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→

区議会ホームページでは、本会議・委員会の資料や会議録などを公開しています

❸

❷
❶

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

　インターネット中継から、本会議の代表・一
般質問等や予算・決算特別委員会総括質疑
の映像をご覧いただけます。

区議会の映像❸

区議会の会議録❷
　会議録検索から、本会議・委員会の会議録
をご覧いただけます。

　区議会の活動から、本会議や委員会の予定・
結果、資料等をご覧いただけます。

区議会の活動❶

※�こんの 孝子 議員は、
議員在職 15 年表彰
を辞退しました。

議員在職
１５年表彰

全国市議会議長会から表彰されました 永年にわたり議会活動に貢献し、地方自治の進展に努めた功績に対し、
全国市議会議長会から表彰を受けました。

渡辺　裕一 議員 渡部　茂 議員 高橋　しんじ 議員
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品
川
区
政
に
つ
い
て

問
区
長
は
４
期
16
年
間
区
民
の
安
心
安
全

に
向
け
、
24
時
間

365
日
そ
の
任
を
区
民

に
よ
る
選
挙
で
当
た
ら
れ
た
。
区
政
を

振
り
返
っ
た
区
長
の
思
い
を
。

答
品
川
区
の
教
育
改
革
は
全
国
に
先
駆
け

た
先
進
的
な
取
組
と
し
て
、
国
の
制
度

に
も
影
響
を
与
え
た
特
筆
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
待
機
児
童
対
策
や
妊

娠
、
出
産
、
育
児
へ
の
支
援
で
は
、
子

育
て
す
る
な
ら
品
川
区
と
い
っ
た
評
価

も
い
た
だ
い
て
き
た
。
16
年
間
、
区
民

の
幸
せ
を
増
や
し
、
不
幸
せ
を
減
ら
す

区
政
が
展
開
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
の
定
例
会
終
了
後
10
月
執
行
の
品
川

区
長
選
挙
に
向
け
、
区
長
は
５
期
目
に

挑
戦
を
さ
れ
る
の
か
。

答
今
後
は
区
政
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
次
の
方
に
区
の
舵
取
り
を
委
ね
る

こ
と
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

品
川
区
の
教
育
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
区
立
学
校
で
の
教

育
活
動
は
、
平
時
と
比
べ
て
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答
各
学
校
で
は
「
区
立
学
校
版
感
染
症
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
校
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
教
育
活
動

を
進
め
て
い
る
。

問
運
動
会
や
学
芸
会
、
地
域
公
開
講
座
、

保
護
者
会
の
開
催
に
つ
い
て
一
律
の
や

り
方
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
状
況
に
応

じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
な
ど
、

内
容
や
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。

問
授
業
開
催
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
リ
モ
ー

ト
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

答
昨
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
が
着
実

に
進
ん
で
お
り
、
学
習
支
援
ア
プ
リ
の

活
用
の
ほ
か
、
家
庭
と
の
や
り
取
り
等

を
行
っ
て
い
る
。

問
次
年
度
一
学
年
６
ク
ラ
ス
に
な
る
可
能

性
の
学
校
等
聞
い
て
い
る
。
人
口
増
に

伴
う
学
校
施
設
の
在
り
方
へ
の
見
解
は
。

答
ま
ず
は
各
学
校
の
施
設
環
境
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
政
策
に
つ
い
て

問
区
内
公
園
を
利
用
し
た
外
遊
び
の
団
体

の
活
動
を
他
地
域
の
公
園
で
も
実
施
を
。

答
利
用
者
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
他
公
園

で
の
実
施
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
影
響
か
ら

区
民
生
活
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

問
小
・
中
学
校
、
保
・
幼
施
設
等
の
給
食

費
や
介
護
施
設
の
食
事
提
供
に
つ
い
て

保
護
者
や
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
要
望
。

答
区
立
学
校
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
９
月
～
３
月
ま
で
は
給
食
費

を
値
上
せ
ず
区
が
増
額
分
を
負
担
す
る
。

保
育
所
、
公
立
幼
稚
園
等
は
公
費
負
担

し
て
い
る
。
介
護
施
設
は
、
国
が
定
め

た
基
準
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る
。
今

後
の
状
況
に
よ
り
対
応
を
検
討
す
る
。

問
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

対
す
る
区
民
生
活
へ
の
支
援
を
要
望
。

答
国
の
事
業
の
動
向
を
注
視
し
、
支
払
い

猶
予
の
周
知
を
図
る
な
ど
、
区
民
の
負

担
軽
減
と
健
康
維
持
に
向
け
取
り
組
む
。

問
大
学
生
等
の
就
職
活
動
の
支
援
を
要
望
。

答
経
済
的
に
困
難
な
学
生
が
活
用
で
き
る

各
種
支
援
策
の
周
知
を
進
め
る
。

問
公
共
工
事
に
お
け
る
価
格
転
嫁
の
円
滑

化
を
提
案
。

答
原
材
料
費
等
の
積
算
単
価
に
つ
い
て
毎

月
改
定
し
、
発
注
の
際
は
最
新
の
単
価

を
使
用
。
施
工
者
に
対
し
丁
寧
に
制
度

を
周
知
。
適
切
に
協
議
に
応
じ
、
状
況

に
応
じ
た
契
約
変
更
の
実
施
に
努
め
る
。

区
民
の
健
康
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
帯
状
疱
疹
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
費
用
助
成
を
要
望
。

答
区
の
予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、

期
待
さ
れ
る
効
果
や
導
入
年
齢
に
つ
い

て
の
国
の
検
討
な
ど
動
き
を
注
視
す
る
。

問
産
後
の
家
事
・
育
児
支
援
ヘ
ル
パ
ー
等

の
利
用
対
象
者
の
拡
大
を
要
望
。

答
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
積
極
的
に
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
対
象
者
の
拡
大
に

向
け
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

問
品
川
区
Ｄ
Ｘ
推
進
基
本
方
針
の
概
要
と

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
。
各

種
手
続
や
窓
口
等
の
一
元
化
を
求
め
る
。

答
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
人
工
知

能
等
を
活
用
し
た
業
務
改
革
等
に
取
り

組
む
。
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
、
来

庁
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
オ
ン
ラ
イ

ン
が
苦
手
な
方
に
配
慮
し
つ
つ
進
め
る
。

問
女
性
の
活
躍
推
進
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
育
成
と
就
労
支
援
を
し
て
は
。

答
国
の
交
付
金
の
活
用
も
含
め
検
討
す
る
。

渡
　
部
　
　
茂
　
　
議 

員

（
自
　
民
）

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議 

員

（
公
　
明
）

軍
事
対
軍
事
、
核
保
有
は
戦
争
へ
の
道

憲
法
９
条
生
か
し
た
外
交
で
ア
ジ
ア
と

世
界
の
平
和
を

問
自
民
党
は
、
５
年
以
内
に
軍
事
費
を
現

在
の
２
倍
以
上
に
す
る
公
約
だ
。
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
基
本
と
す
る
自
治
体

の
長
と
し
て
反
対
す
べ
き
で
は
。

答
外
交
・
防
衛
に
関
す
る
事
項
は
国
の
専

権
事
項
。
一
自
治
体
の
長
が
意
見
を
表

明
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
か
ら
生
活
と
営
業

守
れ問

18
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
料
均
等
割

り
分
の
全
額
補
助
を
。

答
引
き
続
き
特
別
区
長
会
等
を
通
し
て
保

険
料
の
軽
減
を
国
に
求
め
て
い
く
。

問
生
活
保
護
世
帯
へ
物
価
上
昇
分
の
上
乗

せ
支
給
を
。

答
支
給
基
準
額
は
国
が
決
定
し
て
お
り
、

区
独
自
の
上
乗
せ
は
考
え
て
い
な
い
。

23
区
で
遅
れ
た
品
川
の
高
齢
者
・
障
害

者
福
祉
は
抜
本
拡
充
を

問
待
機
者
ゼ
ロ
へ
特
養
ホ
ー
ム
と
老
健
施

設
整
備
の
目
標
を
立
て
る
べ
き
。
障
害

者
施
設
も
計
画
を
持
っ
て
増
設
を
。

答
第
八
期
品
川
区
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
、

八
潮
南
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
計

画
を
記
載
し
て
い
る
。
障
害
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
第

６
期
品
川
区
障
害
福
祉
計
画
等
に
基
づ

き
、
西
大
井
三
丁
目
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
、
引
き
続
き
整
備
に
取
り
組
む
。

「
う
る
さ
く
て
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

「
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」
羽
田
新
ル

ー
ト
は
中
止
を

問
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
羽
田
新
ル

ー
ト
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
現
在
、
国
に
よ
り
固
定
化
回
避
検
討
会

が
設
置
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
早
急
に
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
国
に
求
め
て
い
く
。

す
べ
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
豊
か
な
人

生
を
送
れ
る
よ
う
、
包
括
的
性
教
育
の

実
施
を

問
多
岐
に
わ
た
り
教
え
る
包
括
的
性
教
育

と
比
べ
て
、区
の「
性
に
関
す
る
指
導
」

は
不
十
分
で
は
。

答
学
習
指
導
要
領
や
区
立
学
校
教
育
要
領

に
基
づ
き
、
幅
広
く
指
導
し
て
い
る
。

石
　
田
　
ち
ひ
ろ
　
議 

員

（
共
　
産
）

令和４年第２回定例会では、区政全般について、９名の議員が一般
質問を行いました。以下、概要をお知らせします。

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党
共　産……日本共産党品川区議団
ネット……品川・生活者ネットワーク

公　明……品川区議会公明党
品　改……品川改革連合
しな無……しながわ無所属クラブ

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、令和２年第２回
定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリル製飛沫防止パネルを設置し、
マスクを外しての発言を可能としました。なお、演壇の消毒は適宜行っております。

区政をきく（一般質問）

6
月
23
日（
木
）

石
　
田
　
ち
ひ
ろ
　
議
員（
共
　
産
）

渡
　
部
　
　
茂
　
　
議
員（
自
　
民
）

こ
ん
の
　
孝
　
子
　
議
員（
公
　
明
）

吉
　
田
　
ゆ
み
こ
　
議
員（
ネ
ッ
ト
）

6
月
24
日（
金
）

木
　
村
　
け
ん
ご
　
議
員（
し
な
無
）

松
　
澤
　
和
　
昌
　
議
員（
自
　
民
）

西
　
本
　
た
か
子
　
議
員（
無
所
属
）

小
　
芝
　
　
新
　
　
議
員（
自
　
民
）

た
け
う
ち
　
　
忍
　
議
員（
公
　
明
）
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物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
支
援
に
つ
い
て

問
圧
迫
し
て
い
る
給
食
費
等
に
対
し
臨
時

交
付
金
を
ど
う
使
う
の
か
？
ま
た
賄
い

き
れ
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
食
材
費
の
一
部
は
公
費
負
担
を
実
施
。

基
金
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
迅
速
か
つ

適
切
な
施
策
を
実
施
す
る
。

介
護
福
祉
に
つ
い
て

問
も
の
忘
れ
検
診
を
実
施
し
た
経
緯
、
対

象
や
期
間
、
予
約
の
状
況
は
。

答
早
期
発
見
・
診
断
が
重
要
で
あ
る
た
め
。

検
証
が
必
要
と
考
え
ま
ず
は
３
か
月
。

５
千
人
に
送
付
し
約
90
件
の
予
約
。

防
災
に
つ
い
て

問
10
年
ぶ
り
に
被
害
想
定
が
見
直
さ
れ
た

が
品
川
区
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
？

答
区
周
辺
が
震
源
の
都
心
南
部
直
下
型
地

震
が
想
定
地
震
の
１
つ
と
公
表
さ
れ
た
。

問
新
し
い
耐
震
化
支
援
事
業
や
耐
震
診
断

の
抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
大
き
な
変
化

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
今
年
度
は
戸
別
訪
問
な
ど
を
通
じ
た
丁

寧
な
周
知
啓
発
を
実
施
し
、
よ
り
効
果

的
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問
消
防
団
員
の
自
宅
敷
地
内
に
ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
を
配
備
し
地
域
を
巻
き
込
む
消

化
訓
練
を
行
う
事
が
地
域
防
災
力
向
上

に
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
。

答
訓
練
を
行
う
事
は
防
災
力
向
上
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
配
備
の
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
検
討
す
る
。

問
消
防
団
の
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
は
非
常

に
有
効
。
荏
原
だ
け
で
な
く
品
川
、
大

井
で
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
で
は
？

答
救
出
に
必
要
な
資
機
材
の
購
入
な
ど
消

防
団
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
。

教
育
に
つ
い
て

問
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
改
め
て
方
針
が

示
さ
れ
た
が
教
育
委
員
会
の
対
応
は
？ 

答
屋
外
で
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
い
じ
め
や
偏
見
、
差
別
が
生
じ

な
い
よ
う
な
指
導
を
保
護
者
に
も
伝
え

理
解
と
協
力
を
求
め
る
。 

問
黙
食
に
つ
い
て
柔
軟
な
取
り
組
み
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
現
時
点
で
は
黙
食
が
最
適
と
判
断
す
る

が
、
国
の
方
針
や
区
の
感
染
状
況
を
踏

ま
え
柔
軟
に
対
応
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
・
エ
コ
ル
と
ご
し
に
つ
い
て

区
政
運
営
に
つ
い
て

問
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
変
動
性
、
不
確
実
性
、
複

雑
性
、
曖
昧
性
）
時
代
に
対
応
す
る
た

め
に
区
の
思
考
改
革
、
新
た
な
区
の
在

り
方
、
人
材
育
成
が
必
要
だ
。

答
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、

様
々
な
手
法
に
よ
り
、
人
材
育
成
と
働

き
や
す
く
、
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
職
場
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
。

街
づ
く
り
に
つ
い
て

問
過
去
に
設
計
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

は
現
在
の
実
態
と
か
け
離
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
住
民
合
意
に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
に
変
換
す
べ
き
、
地
域
の
特

性
に
特
化
し
た
街
づ
く
り
を
。

答
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
や
住
民
参
加
の
必

要
性
を
位
置
づ
け
、
地
域
の
課
題
や
特

性
を
的
確
に
捉
え
、
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
政
策
に
つ
い
て

問
公
立
保
育
園
の
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
理
由
は
。

公
立
保
育
園
は
質
の
高
い
保
育
、
小
学

校
と
一
貫
し
た
教
育
な
ど
特
化
し
た
保

育
を
目
指
す
べ
き
。

答
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

区
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て

い
る
が
、
今
後
検
証
し
区
立
保
育
園
の

在
り
方
及
び
役
割
も
明
確
に
し
て
い
く
。

問
地
域
と
と
も
に
学
校
づ
く
り
を
掲
げ
た

品
川
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
は
教
育
改
革
プ

ラ
ン
21
で
導
入
さ
れ
た
学
校
選
択
制
と

ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
。
教
職
員
、
保
護

者
の
現
状
を
踏
ま
え
た
教
育
改
革
を
望

む
。

答
学
事
制
度
審
議
会
で
検
討
を
行
い
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
選
択
を
隣
接
校
選
択
へ
見
直

す
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
。
学
校
・
教
職

員
・
保
護
者
・
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、

よ
り
よ
い
教
育
活
動
を
実
施
で
き
る
よ

う
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
。

羽
田
空
港
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て

問
羽
田
空
港
新
ル
ー
ト
は
撤
回　
品
川
区

独
自
で
住
民
の
声
を
聞
く
姿
勢
を
。

答
調
査
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
国
の
責
任

で
実
施
す
べ
き
で
区
が
独
自
に
行
う
考

え
は
な
い
。
地
域
の
声
は
国
に
伝
え
る
。

松
　
澤
　
和
　
昌
　
議 

員

（
自
　
民
）

西
　
本
　
た
か
子
　
議 

員

（
無
所
属
）

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で

の
入
学
式
に
つ
い
て

問
区
に
お
い
て
小
学
校
の
入
学
式
は
従
来

ど
お
り
屋
内
で
行
わ
れ
て
い
た
と
思
う

が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
催
は
視
野
に

入
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答
各
校
で
は
「
区
立
学
校
版
感
染
症
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
に
基
づ
き
、
予
防

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
入
学
式
を
実
施

し
た
。
実
施
場
所
は
屋
内
に
限
定
せ
ず
、

校
庭
で
行
っ
た
学
校
も
数
校
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
者
数
が
５

月
16
日
時
点
に
て
、
国
内
３
万
人
超
え

に
つ
い
て

問
感
染
者
な
ら
び
に
死
者
数
が
増
え
続
け

て
い
る
。
区
と
し
て
ど
の
よ
う
に
歯
止

め
を
か
け
、
区
民
を
守
る
の
か
。

答
区
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
最
も
有
効
で
あ
り
、
現
に
入
院

者
数
等
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か
、
生
徒
の

１
割
か
ら
２
割
に
う
つ
症
状
が
出
て
い

る
事
に
つ
い
て

問
学
校
の
先
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
道

先
案
内
人
的
に
生
徒
た
ち
を
導
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
う
つ
症
状
の

子
ど
も
の
接
し
方
な
ど
区
で
の
一
例
を
。

答
う
つ
症
状
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
各
校
は

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
と
連
携
し
、

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
医
療
に
つ
な
げ
る
。

既
に
治
療
を
受
け
て
お
り
登
校
で
き
る

状
況
で
あ
れ
ば
、
服
薬
等
に
つ
い
て
保

護
者
と
確
認
し
、
本
人
の
体
調
に
合
わ

せ
た
対
応
を
取
っ
て
い
る
。

大
事
な
家
族
、
夢
や
希
望
を
与
え
て
く

れ
る
ペ
ッ
ト
達
の
殺
処
分
ゼ
ロ
に

問
都
で
の
犬
猫
の
殺
処
分
を
な
く
す
た
め
、

区
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答
飼
い
主
の
責
務
に
関
す
る
普
及
啓
発
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の

取
組
事
例
な
ど
も
参
考
に
、
犬
猫
と
も

に
殺
処
分
ゼ
ロ
の
継
続
を
目
指
す
。

問
令
和
４
年
６
月
か
ら
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
区

で
は
何
％
達
成
を
考
え
て
い
る
か
。

答
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
目
標
を
示
す

こ
と
は
困
難
だ
が
、
飼
い
主
特
定
の
身

元
証
明
や
飼
育
責
任
の
向
上
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
理
解
を
求
め
て
い
く
。

木
　村
　け
ん
ご
　
議 

員

（
し
な
無
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
具
体
的
な
方

針
に
つ
い
て

問
調
査
の
獲
得
目
標
、
手
法
、
項
目
は
？

答
小
中
、
義
務
教
育
学
校
の
教
員
を
対
象

に
、
実
態
把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

調
査
項
目
は
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
つ
つ
、
区
独
自
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
。
今
後
、
教
員
以
外
に
も
対
象
を

広
げ
て
調
査
を
実
施
。

問
支
援
策
の
検
討
に
つ
い
て
は
？

答
子
ど
も
未
来
部
を
中
心
に
庁
内
連
絡
会

議
を
設
置
、
支
援
策
の
検
討
を
行
う
。

問
支
援
団
体
等
と
の
連
携
は
？

答
既
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

品
川
区
と
し
て
の
、
障
が
い
者
が
働
く

場
の
広
げ
方
と
そ
の
一
環
と
し
て
区
と

し
て
の
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

問
区
の
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
に
つ
い
て
。

答
本
年
４
月
よ
り
、
各
課
の
軽
作
業
を
集

約
し
て
行
う
「
業
務
支
援
室
」
を
設
置
、

職
員
と
し
て
障
害
者
を
対
象
と
し
た
会

計
年
度
任
用
職
員
を
５
人
採
用
。

問
重
度
の
障
が
い
者
就
労
を
可
能
に
す
る

た
め
の
超
短
時
間
就
労
の
た
め
の
仕
事

の
切
り
出
し
は
？

答
障
害
者
が
障
害
の
重
さ
に
か
か
わ
ら
ず

取
り
組
め
る
業
務
を
把
握
す
る
た
め
、

全
庁
に
調
査
を
実
施
。

学
校
給
食
食
材
の
質
の
確
保
及
び
向
上

に
つ
い
て

問
費
用
の
負
担
は
重
要
な
問
題
だ
が
、
区

の
給
食
食
材
の
質
の
確
保
の
姿
勢
は
保

持
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
見
解
を
。

答
食
材
価
格
高
騰
だ
が
、
各
学
校
に
お
い

て
手
作
り
で
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る

と
い
う
区
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
首
都
高
品
川
線
、

第
二
戸
越
幹
線
、
３
つ
の
シ
ー
ル
ド
工

事
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
交
差
部
分
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

問
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
「
本
掘
進
に
向
け
た

住
民
説
明
会
」
の
説
明
に
、
シ
ー
ル
ド

工
事
交
差
部
分
の
安
全
確
保
の
方
策
を

明
示
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
？

答
Ｊ
Ｒ
東
海
に
シ
ー
ル
ド
工
事
の
交
差
部

分
を
含
め
工
事
を
安
全
に
行
い
、
区
民

の
不
安
払
拭
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
・
羽
田
新
飛
行
経
路
の
氷
塊
落
下
物
事
故

調
査
へ
の
品
川
区
の
態
度
に
つ
い
て

吉
　田　
ゆ
み
こ
　
議 

員

（
ネ
ッ
ト
）
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防
災
対
策
に
つ
い
て

問
車
い
す
の
方
の
素
早
い
避
難
に
役
立
つ

牽
引
式
車
い
す
補
助
装
置
の
災
害
時
と

日
常
生
活
で
の
活
用
を
提
案
す
る
が
。

答
災
害
時
の
運
用
方
法
等
、
避
難
支
援
の

あ
り
方
の
中
で
研
究
し
、
日
常
生
活
用

具
の
追
加
認
定
は
当
事
者
等
の
声
を
聞

い
て
検
討
す
る
。

問
命
を
守
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
普
及
促

進
の
た
め
、
耐
震
ベ
ッ
ド
助
成
の
再
実

施
と
貸
出
事
業
を
導
入
し
て
は
。

答
他
自
治
体
の
設
置
事
例
を
参
考
に
調
査

検
討
す
る
。

高
齢
者
の
命
を
守
る
安
全
・
安
心
の
取

組
に
つ
い
て

問
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
避
暑
シ
ェ
ル
タ

ー
の
利
用
時
間
の
拡
大
や
施
設
の
確
保
、

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
に
防
災

行
政
無
線
等
で
区
民
に
注
意
喚
起
を
。

答
避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
充
が

可
能
か
検
討
す
る
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
の
区
民
へ
の
伝
達
は
様
々
な
手
段

で
迅
速
な
周
知
と
注
意
喚
起
に
努
め
る
。

問
エ
ア
コ
ン
設
置
促
進
の
た
め
、
環
境
省

の
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用
し

た
エ
ア
コ
ン
普
及
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

へ
の
参
加
を
検
討
し
て
は
。

答
実
施
地
域
の
効
果
の
検
証
を
踏
ま
え
研

究
す
る
。

問
救
急
代
理
通
報
シ
ス
テ
ム
と
特
殊
詐
欺

対
策
の
自
動
通
話
録
音
機
の
併
用
の
課

題
解
決
を
要
望
す
る
が
。

答
電
話
回
線
を
使
用
し
な
い
新
機
種
の
調

達
を
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

認
知
症
予
防
と
補
聴
器
に
つ
い
て

問
補
聴
器
の
購
入
費
助
成
な
ど
認
知
症
予

防
施
策
の
取
組
の
拡
充
を
求
め
る
が
。

答
補
聴
器
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
を
進
め
、
購
入
費
助
成
の
実
施
に

取
組
む
。

区
民
等
の
利
用
者
だ
れ
に
も
や
さ
し
い

ト
イ
レ
に
つ
い
て

問
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し
た
オ
ー

ル
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
や
機
能
別
ト
イ

レ
の
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
利
用
者
の
安
全
性
へ
の
配
慮
や
施
設
の

規
模
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
計
画
は
。

答
庁
舎
以
外
の
施
設
に
も
順
次
設
置
す
る
。

た
け
う
ち
　
　忍
　
議 

員

（
公
　
明
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問
利
用
状
況
は
？

答
４
月
の
利
用
者
は
約
１
万
５
千
人
。

問�

終
点
か
ら
大
森
駅
ま
で
の
位
置
関
係
が

分
か
ら
な
い
と
の
声
も
聴
く
。
分
か
り

や
す
く
し
て
み
て
は
？

答
バ
ス
停
へ
の
案
内
図
の
設
置
等
、
丁
寧

な
案
内
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

問�

西
大
井
循
環
ル
ー
ト
の
解
決
に
向
け
た

具
体
的
な
提
案
は
？

答
す
れ
違
い
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
間
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

問
地
域
セ
ン
タ
ー
の
垣
根
を
越
え
て
相
互

の
意
見
や
情
報
交
換
の
環
境
を
整
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

答
し
な
が
わ
防
災
学
校
を
通
じ
て
地
域
の

垣
根
を
越
え
て
意
見
交
換
で
き
る
コ
ー

ス
を
開
設
し
た
。
地
域
会
議
等
の
場
を

通
じ
て
地
域
間
の
防
災
連
携
の
枠
組
み

を
拡
大
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
環
境
に
つ
い
て

問
今
年
度
の
環
境
基
本
計
画
見
直
し
で
は

地
域
特
性
や
脱
炭
素
に
向
け
た
大
き
な

方
向
性
を
見
据
え
た
見
直
し
と
な
る
よ

う
求
め
る
が
見
解
は
？

答
区
の
率
先
し
た
取
組
と
日
常
生
活
や
企

業
活
動
に
お
い
て
可
能
な
限
り
の
取
組

に
つ
い
て
、
区
民
と
企
業
が
一
体
と
な

っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
く
。

補
聴
器
の
購
入
助
成
に
つ
い
て

問
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
認
知
症
予
防
の

観
点
か
ら
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
実
施
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
に
？

答
補
聴
器
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

に
努
め
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
助
成
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
に

問
人
口
減
少
を
防
ぐ
に
は
男
女
が
結
婚
し

て
子
ど
も
を
産
み
家
族
が
一
体
と
な
る

こ
と
に
あ
る
。
一
方
で
事
実
婚
や
未
婚

の
家
庭
も
増
え
家
族
が
多
様
化
す
る
中

で
区
の
少
子
化
対
策
へ
の
考
え
は
？

答
結
婚
・
妊
娠
を
含
め
た
家
族
の
姿
の
変

化
等
に
対
応
し
た
施
策
に
つ
い
て
、
国

や
東
京
都
の
補
助
制
度
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

　
・
人
生

100
年
時
代
の
学
び
直
し
に
つ
い
て

小
　
芝
　
　
新
　
　
議 

員

（
自
　
民
）

本会議場の議席配置が変わりました
議 長 席

演　壇

傍　聴　席

（共産）

安藤　
たい作

（共産）

石田　
ちひろ

（無所属）

高橋　
しんじ

（品改）

須貝　
行宏

（公明）

塚本　
よしひろ

（公明）

あくつ
広王

（公明）

つる　
伸一郎

（共産）

おくの
晋治

（無所属）

松本
ときひろ

（無所属）

せお
麻里

（無所属）

横山
由香理

（共産）

鈴木　
ひろ子

（共産）

中塚
亮

（自民）

渡部
茂

（無所属）

西本　
たか子

（自民）

鈴木　
真澄

（自民）

石田　
秀男

（自民）

渡辺　
裕一

（品改）

藤原　
正則

（公明）

若林　
ひろき

（公明）

たけうち
忍

（公明）

こんの
孝子

（共産）

のだて
稔史

（ネット）

吉田
ゆみこ

（ネット）

田中
さやか

第二
委員会室

第四
委員会室

第三
委員会室

 共産控室

第一
委員会室

第五
委員会室

６階

５階

傍聴席入口

区議会事務局議長・
副議長室

議
会
図
書
室

品
改
控
室

４階

トイレ

エレベーター

エレベーター

エレベーター

傍

　聴

　席

本 会 議 場

傍聴受付

無所属議員
控  室

 公明控室

自民
控室

ネ
ッ
ト
控
室

し
な
無
控
室

  親子ルーム
（本会議会議中のみ）

 バリアフリートイレ

自民控室
トイレ

議会棟案内図（各会派等の控室）
品川区議会自民党（自民）
	 電話 03-5742-6813　Fax 03-3777-0167

品川区議会公明党（公明）
	 電話 03-5742-6817　Fax 03-3774-3366

日本共産党品川区議団（共産）
	 電話 03-5742-6818　Fax 03-3778-3088

品川改革連合（品改）
	 電話 03-5742-6816　Fax 03-3772-8878

品川・生活者ネットワーク（ネット）
	 電話 03-5742-6862

しながわ無所属クラブ（しな無）
	 電話 03-5742-7810　Fax 03-5728-9736  

会派に属さない無所属の議員（無所属）
	 電話 03-5742-6864 

（自民）

本多　
健信

会派
一覧

品川区議会自民党（自民） 品川区議会公明党（公明） 日本共産党品川区議団（共産）

品川改革連合（品改） 品川・生活者ネットワーク（ネット） しながわ無所属クラブ（しな無）

会派に属さない無所属の議員（無所属）

（自民）

小芝
新

（自民）

西村　
直子

（自民）

鈴木
博

（自民）

高橋
伸明

（自民）

松澤
和昌

（自民）

湯澤
一貴

（公明）

新妻
さえ子

（品改）

くにば
雄大

（しな無）

木村　
けんご

（しな無）

大倉
たかひろ

（自民）

芹澤　
裕次郎

（空席）（空席）

（空席）

（令和４年６月２３日現在）
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特別委員会の活動
4月～7月

４月から７月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

なお、５月 27日の第１回臨時会で
各委員会の委員が改選されました。

常任委員会の活動
4月～7月

4月から7月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

なお、５月 27日の第１回臨時会で
各委員会の委員が改選されました。

総務委員会
4月18日	� 陳情審査（１件）
	� 報告８件（品川区総合実施計画の策定など）に

ついて質疑
5月16日	� 報告２件（品川区・早川町ふるさと交流３０周

年記念事業など）について質疑
5月27日	 議案審査（１件）、正副委員長互選
6月6日	 各所管の事務事業概要を確認
6月27日	 議案審査（15件）、請願審査（１件）
	� 報告１件（令和３年度品川区一般会計予算繰越

明許費繰越計算書）について質疑
6月28日	� 議案審査（１件）、報告３件（八潮中央保育園大規

模改修機械設備工事請負契約など）について質疑
7月25日	� 報告５件（ＫＤＤＩ通信障害による区への影響

など）について質疑

区民委員会
4月18日	� 請願審査（１件）、報告２件（南品川櫻河岸ま

ちなか観光案内所の開設など）について質疑
	 大崎駅東口コンテナ型指定喫煙所を視察
5月16日	� 報告５件（令和４年度中小企業支援策など）に

ついて質疑
5月27日	 議案審査（１件）、正副委員長互選
6月6日	 各所管の事務事業概要を確認
6月27日	 議案審査（１件）
6月28日	� 報告２件（（仮称）八潮ま

ちづくり懇談会の開催
など）について質疑

7月25日	� 報告３件（臨海斎場の火
葬料改定など）について
質疑

文教委員会
4月18日	� 報告４件（教育目標の改訂など）について質疑
5月16日	� 陳情審査（１件）、報告６件（令和４年度　学

校別新入学者の増減要因など）について質疑
5月27日	 議案審査（１件）、正副委員長互選
6月6日	 各所管の事務事業概要を確認
6月27日	 議案審査（３件）、陳情審査（２件）
6月28日	� 報告３件（学校改築の進捗

など）について質疑
7月25日	� 報告２件（警視庁との「児

童虐待対応の連携強化に
関する協定書」等の締結な
ど）について質疑

建設委員会
4月18日	� 陳情審査（３件）、報告６件（品川区まちづく

りマスタープラン改定に向けた検討状況など）
について質疑

5月16日	� 報告２件（八潮五丁目地区まちづくりワークシ
ョップの実施状況など）について質疑

5月27日	 正副委員長互選
6月6日	 各所管の事務事業概要を確認
6月27日	 議案審査（３件）、陳情審査（10件）
	� 報告１件（長期優良住宅に関わる認定申請手数

料の追加等）について質疑
6月28日	� 報告７件（令和４年７月区営住宅入居者募集な

ど）について質疑
7月25日	� 陳情審査（４件）、報告４件（（仮称）旗の台六丁目

公園整備工事など）について質疑、「しながわ水
族館のリニューアル」をテーマに調査・研究

厚生委員会
4月18日	� 陳情審査（１件）、報告５件（母子健康手帳の

リニューアルなど）について質疑
5月16日	� 報告５件（小山台住宅等跡地複合施設整備など）

について質疑
5月27日	 議案審査（１件）、正副委員長互選
6月6日	 各所管の事務事業概要を確認
6月27日	 議案審査（２件）、請願・陳情審査（３件）
6月28日	� 報告８件（令和３年度品川区障害福祉計画実績

など）について質疑
7月25日	� 陳情審査（１件）、報告５件（地域

福祉計画改定に伴う区民アンケ
ート調査など）について質疑

行財政改革特別委員会
4月19日	� 「新庁舎に関すること」をテーマに調査・研究

特定事件調査のまとめについて
	 ①財源確保に関すること
	 ②行政のデジタル化に関すること
	 ③広報に関すること 
	� 報告２件（東大井三丁目における都有地（都営

元芝アパート跡地）を活用した特別養護老人ホ
ーム等の整備など）について質疑

5月17日	� 特定事件調査のまとめについて（上記①～③）
5月27日	 正副委員長互選
6月7日	 調査事項概要を確認
6月29日	� 「新庁舎に関すること」をテーマに調査・研究
7月26日	� 「新庁舎に関すること」をテーマに調査・研究

災害・環境対策特別委員会
4月20日	� 特定事件調査のまとめについて
	 ①避難計画に関すること
	 ②災害廃棄物に関すること
	 ③防災情報に関すること
	 ④清掃・リサイクルに関すること
	 ⑤環境に関すること
	� 報告３件（サマールックキャンペーンの実施な

ど）について質疑、エコルとごしを視察
5月18日	� 特定事件調査のまとめについて（4 月 20 日の

５項目および「防災協定に関すること」）
	 報告１件（フードドライブの実施）について質疑
5月27日	 正副委員長互選
6月8日	 調査事項概要を確認
6月30日	� 「環境に関すること」をテーマに調査・研究
	� 報告１件（東京都による新たな被害想定の公表）

について質疑
7月27日	� 「防災に関すること」をテーマに調査・研究など

スマホで読める区議会だより
デジタルブック配信中

　区議会だよりは、区議会ホームページで公開す
るほか、スマホ・タブレット端末での閲覧に適し
た電子書籍（デジタルブック）でも配信します。

▲�「カタログポケット」
このアイコンが目印

※�機種によってはうまく読み
込めない場合があります。

議員研修会を開催しました議員研修会を開催しました
　令和４年５月 20 日、備前グリーンエネル
ギー株式会社執行役員の山口卓勇氏を講師に
お招きし、「脱炭素社会に向け、自治体でで
きる取組みについて」と題して、第 26 回議
員研修会を開催しました。当日は、温暖化対
策の動向や改正地球温暖化対策推進法、およ
び自治体における脱炭素の取り組みやＺＥＢ

（ネット・ゼロ・
エ ネ ル ギ ー・ ビ
ル）などについて
ご講演いただき
ました。

講師の山口卓勇氏

研修会の様子

大崎駅東口コンテナ型
指定喫煙所
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※�決算特別委員会の款別審査では、決算を分野ごとに審査します。最終日の総括質疑では、款別審査の内容等をふまえ、
総合的に質疑を行います。

＊�本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、インターネット録画中継も、本会議終了後お
おむね１週間後、決算特別委員会の総括質疑は終了後おおむね２週間後にご覧いただけます。

会　議　名 開　催　日　時

本　会　議
10月27日（木）午後  1時
10月28日（金）午前10時
11月28日（月）午後  1時

常
任
委
員
会

総　務

  9月16日（金）午後  1時
10月31日（月）午前10時
11月  1日（火）午前10時

区　民
厚　生
建　設
文　教

議会運営委員会

  9月22日（木）午後  1時 
10月12日（水）午後  1時 

10月26日（水）午前10時30分 
11月25日（金）午前10時30分

特
別
委
員
会

行財政改革   9月20日（火）午後  1時 
11月  2日（水）午前10時

災害・環境対策   9月21日(水）午後  1時 
11月  4日（金）午前10時

決算※
款別審査

11月8日（火）・9日（水）・11日（金）・14日（月） 
15日（火）・17日（木） 
※各日とも午前10時

総括質疑 11月22日(火）午前10時

本会議・委員会の日程（予定）
令和４年第３回定例会本会議の会期は10月27日から11月28日までの33日間の会期で開催される予定です。

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多くの方に
ご興味を持っていただきたい」との思いから、表紙写真を募
集し、ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙に掲載し
ています。ご応募いただいた皆様、素晴らしいお写真をあり
がとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行います
ので、ぜひご応募ください。

　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真

品川区の魅力を PR できるような写真をお待ちしております。
※�応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係	 電話：03-5742-6810
　　　　 Fax：03-5742-6895

区議会だよりは、
10名の区議会議員で構成する
「広報会議」が編集をしています

　品川区議会では、より多くの区民の
皆様に議会活動に親しみをもっていた
だけるよう、議会改革に取り組んでい
ます。
　今後も、「読みやすい、親しみやすい、
わかりやすい」区議会だよりになるよ
う、検討を進め、さらに工夫を重ねて
まいります。
　今後ともどうぞよろしくお願いいた
します。

品川区議会　広報会議

　本会議の一般質問、決算特別委
員会の総括質疑の様子は、ケーブ
ルテレビ品川の「品川区民チャン
ネル」で放送予定です。
　放送予定日は以下のとおりです。

○放送予定日
・本会議（一般質問）
10 月 31 日（月）～ 11 月 4 日（金）

（再放送）
11 月 5 日（土）・11 月 6 日（日）

・決算特別委員会総括質疑
11 月 29 日（火）

（再放送）
12 月 4 日（日）

ケーブルテレビ
放送予定


